
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 南信州地域の農業施策体系 ～ 皆でつなぐ 南信州農業の新たな時代 ～ 

            南信州らしさを生かした複合産地の構築 

〇きゅうり・アスパラガス・白ねぎの生産安定 
○ダリア等主力品目花き生産への支援 
○きのこのロスビン率低減による経営安定や異物混入対策の推進 
○南信州牛（信州プレミアム牛肉を含む）・銘柄豚などの生産拡大及び家畜 
防疫対策の徹底 

○スマート農業技術の導入による省力化や生産性向上の推進 
○環境への負荷を低減した有機農業等の環境にやさしい農業の推進 
○気候変動に対応した技術の導入及び経営継続のためのリスク対策の推進 

重点取組３ 

     皆でつなぐ豊かな農村 

〇地域の話合いにより守るべき農地と担い手を明確化 
○伝統野菜や茶などの豊かな食文化や栽培技術の継承を支援 
○集落機能を維持するため、野生鳥獣被害対策などを支援 
○農村の多面的機能の維持と活用促進 
○水路など農業用施設の長寿命化、農村地域における防災対策の推進 

重点取組４ 

        新技術や新品種の拡大による競争力の強い果樹産地づくり 

〇日本なし産地再生プロジェクトにより、JA等関係機関と連携し、担い手
確保、新たな技術の導入及び園地の整備等に取り組み、稼げる産地の再構
築を推進 

〇りんご高密植栽培など省力化・生産性向上の推進と県オリジナル品種の 
戦略的拡大 

○市田柿の円滑な樹園地継承と「市田柿＋α」複合経営の推進 
○シャインマスカットやナガノパープル、クイーンルージュ®等の無核大粒
品種の生産拡大によるぶどうの産地化 

重点取組２ 

皆が憧れる農業の担い手の確保・育成 

 

 

 

 

〇県、市町村、JAが連携し、地域の特徴を踏まえた就農作戦会議や相談活 
動による担い手の確保 

〇研修事業及び経営発展支援等の充実による地域農業をリードする担い手 
の育成強化 

○中核的経営体の資質向上及び多様な担い手の支援 
○マッチング機会の創出や農福連携等による多様な支え手の確保を推進 

重点取組１ 

施策の展開方向(R5～R9) 令和６年度の主な取組内容 

■市町村・JAと連携した相談活動及び就農作戦会議の開催 

■就農への準備や経営開始時に必要な資金・機械導入等を支援 

■就農５年以内の者の経営管理能力の向上ねらいにスキルアップセミナーを開催 

■４Ｓの実践、作業工程の見直しなど「カイゼン」手法による経営体の実践指導 

■他産業従事後農業経営を開始する者等を対象にした帰農塾の開催 

■農業参入を目指す企業の農業経営計画策定の作成など基盤確立に向けた支援 

■農家の労力不足解消を目的としたお試しノウフクの実施 

○くだもの王国づくり推進事業 
○産地生産基盤パワーアップ事業 
○農地耕作条件改善事業 

○信州農業生産力強化対策事業 
○野菜等価格安定対策事業 
○水田活用の直接支払交付金事業 
○畑地化促進事業 
○豚熱ワクチン接種事業 
○特定家畜伝染病防疫強化事業 
○スマート農業導入推進事業 
○環境にやさしい持続可能な農業定着・促進
事業 
○環境保全型農業直接支払事業 
○グリーン園芸転換推進事業 

○地域計画策定推進緊急対策事業 
○最適土地利用総合対策事業 
○農業委員会等補助事業 
○経営体育成支援事業 
○農地中間管理機構事業 
○信州伝統野菜継承・産地育成事業 
○野生鳥獣被害総合対策事業 
○中山間地域農業直接支払事業 
○多面的機能支払事業 
○中山間地農業ルネッサンス推進事業 
○山村等振興対策事業 
○かんがい排水事業 
○中山間総合整備事業 
○農村地域防災減災事業 
○地すべり対策事業 
○農業水路等長寿命化・防災減災事業 

○次代の農業を支える担い手支援事業 
○農業リーダー育成事業 
○新規就農者育成総合対策事業 
○農業経営者総合サポート事業 
○経営体育成支援事業 
○農ある暮らし応援事業 
○農業労働力の安定確保・支援事業 

令和６年度主要事業 

     農や食への理解醸成 

 

 

重点取組６ 

○農業体験会の開催など教育現場や飲食店関係者等との協働による食育・ 
農育の強化 

○エシカル消費を推進するため、地域農畜産物などの利用を促進 
○市田柿など地域農畜産物の魅力発信 

■なし樹体ジョイント仕立て栽培の優良園地育成のための検討会等の開催 
■なしの白紋羽病の簡易診断法の実施と罹病園の防除対策の実施 
■南農ナシ６号「天空のしずく」現地導入検討会の開催 
■モデルとなるミニ団地整備に向けた候補地の検討 
■りんご高密植栽培など省力化栽培のための耕作条件改善や樹園地の再整備等に
関するプロジェクト会議の開催 

■市田柿の生産量確保のための園地継承の検討、栽培・加工研修会等の開催 
■新規就農希望者等への「市田柿+きゅうり」複合経営モデルの提案 
■新品種ぶどう「クイーンルージュ®」の生産拡大のための適期収穫検討会の開催 

■担い手によるきゅうりの産地力強化のための組織化や優良事例収集 

■きゅうり・アスパラガスの施設化の推進 

■飼養衛生管理基準の周知等による家畜防疫対策の徹底 

■農業用ドローンを利用した水稲の斑点米カメムシ類等の集団防除の推進 

■信州の環境にやさしい農産物認証取得や環境保全型農業直接支払事業に取り組

む者への支援 

■有機農業に取り組む組織活動及び有機農業産地づくりに係る取組への支援 

■いちごのグリーンな栽培体系の検証 

■南信州観光公社など「観光+農業」の企画運営関係機関との情報交換の実施 

■クラインガルテン利用者の栽培技術向上に向けた指導と住民との交流促進 

■直売所等と連携した伝統野菜の魅力発信・認知度の向上 

■日本なしを使用した菓子等商品開発の支援及びPRの実施 

■市田柿の地理的表示（GI）保護制度による生産工程管理を支援 

■地域計画策定のための地域の話合いや目標地図の素案づくりを支援 

■地域計画の策定を通じた担い手の確保と農業基盤の整備を推進 

■農業の担い手の経営基盤確立への支援 

■伝統野菜の固有形質の維持のための採種指導会や生産安定のための技術指導 

■サル、ハクビシン等を対象とした電気柵の展示ほ設置や設置講習会の開催 

■鳥獣被害防止総合対策による駆除活動等の支援 

■中山間地域等直接支払や多面的機能支払交付金により、農用地保全の取組を支援 

■竜東一貫水路の補修工事と機能保全計画の策定 

■小中学生を対象にした市田柿の食育事業を実施 

■女性農業者組織等による大豆栽培から加工体験のイベント開催を支援 

■栄養教諭へ地域農産物利用促進に向けた情報を提供 

■市町村が行う有機給食の取組を支援 

■生産者や飲食店等で組織する「南信州伝統野菜協議会（仮）」の設立と消費者への

伝統野菜のＰＲ活動支援 

○地域が輝く信州農山村発イノベーション推
進事業 
○輸出向け産地づくり推進事業 

     リニア新時代 世界に通用する農村交流の体制構築 
 

 

 

重点取組５ 

〇つながり人口増加を見据えた農産物直売所の支援、「観光＋農業」の推進 
〇伝統野菜、南信州牛など地域食材等を取り入れた「食」を介した交流の 
促進 

〇食品企業等との連携による地域農畜産物の活用を促進 
○市田柿における地理的表示（GI）保護制度の活用や地域農産物の生産工 
程管理支援による海外でのブランド強化と輸出促進 

○食の地域内循環推進事業 
○「おいしい信州ふーど」の魅力発信事業 
〇みどりの食料システム戦略推進総合対策 

資料3 


